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アカハライモリ（Cynops pyrrhogaster）は，

近年大都市近郊を中心に急速に個体数を減ら

し，地域によっては絶滅が危惧される場所も

多くなってきている．しかしながら，日本に

生息する有尾類の中では分布範囲が比較的広

く，かつては田畑や雑木林の残る郊外では容

易に観察することができた身近な生き物の一

つで，生物実験の材料としても長年重宝され

てきた．身近な種であるにもかかわらず，彼

らの野外での生態についての情報は乏しく，

その生活史や繁殖生態に関しては，未知の部

分が数多く残されている．生態を知る上で最

も基本的な情報の一つである食性について

も，今までに胃洗浄法による離島の田んぼの

幼体（Matsui et al., 2003）や，山地湿原の成

体（伊原，2005）についての調査などがある

が，図鑑・総説などの簡単な記載（たとえ

ば，佐藤，1943）を除けば，わずかな報告し

かされていない．今回，首都大学（旧東京都

立大学 )構内の自然池（通称イモリ池）にお

いて，1993年から2001年にかけて採集された

イモリ25個体の胃内容物調査を行ったので，

これを報告する．

調査地及び方法

調査は，東京都八王子市南大沢の首都大学

東京キャンパス内の緑地にある，イモリ池

（北緯35°37’，東経139°23’，標高120 m）で

行った．池はほぼ円形で直径約10 m，水深

は最大50 cm 程度で，底には厚く泥が堆積し

ている．1992年以降，オオカナダモ（Egeria 

densa）が侵入し夏場は常に池の水面半分ほ

どを覆っている．周囲はコナラ（Quercus 

serrata），シラカシ（Q. myrsinaefolia），アラ

カシ（Q. glauca）などからなる二次林で，イ

モリ池及びその周辺の林床には約200～300個

体のイモリが生息している（草野他，1992；

草野，未発表データ）．他にも，トウキョウ

サンショウウオ（Hynobius tokyoensis），ア

ズマヒキガエル（Bufo japonicus formosus），

ヤマアカガエル（Rana ornativentris），ツ

チ ガ エ ル（R. rugosa）， モ リ ア オ ガ エ ル

（Rhacophorus arboreus），シュレーゲルアオ

ガエル（Rh. schlegelii）の繁殖も確認されて

いる（Kusano et al., 2005参照）．

このイモリ池では，1991年から現在までイ

モリの個体群調査が行われている．池での標

識再捕調査の際，事故などで溺死したイモリ
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が発見されることがあり，その場合はできる

だけ死体を回収し，10％ホルマリンで固定後

70％エタノール中に保存した。今回，1993年

から2001年にかけて採集され保存されたイモ

リ25個体の標本（オス13個体，メス12個体 )

について胃内容物を調べた．これらほとんど

の個体はイモリの産卵期である４月から６月

にかけて採集されたものである．標本は，頭

胴長（鼻先から総排泄口後端までの長さ；

SVL），全長（TL），口幅（GW）をノギスで0.1 

mm まで計測し，ろ紙で充分水分を吸い取っ

た後，上皿天秤にて10 mg まで湿重（WW）

を計測した（ただし，一部の個体については

測定できなかった）．その後開腹し，胃を取

り出して切り開き，胃内容物を70％エタノー

ルの入った小瓶に移し保存した．後日，実体

顕微鏡下で餌生物の同定を行い，分類群ごと

に個体数を記録した．この際，接眼ミクロ

メーターを用いて餌生物の最大長と最大幅を

記録し，ろ紙で水分を十分吸い取った後に，

上皿天秤で0.1 mg まで湿重（WW) を計測し

た．ただし，消化が進み，体の一部のみしか

残っていないものについては最大長と最大幅

の測定はできなかった．分類群の同定は，可

能な限り科レベルまで行った．

さらに，2005年の６月13日，20日，22日

に，イモリ池において，イモリの餌となる可

能性のある生物を採集した．採集はタモ網，

ナイロンネットなどを用いて岸近くの茂みや

水草の中にいる生物を捕獲する他，表面から 

5cm 程度の底泥と水草をそれぞれ数箇所ずつ

持ち帰り，その中にいる生物も調べた．分類

群の同定は，可能な限り科まで行った．

結　果

今回胃内容物を調査した個体の体の各部

の測定値を表１に示した．解剖した25個体

のうち，24個体（オス13，メス11）で，合

計22種類488個体の動物が胃内容物として確

認された（表２）．個体数ではユスリカ科幼

虫（Chironomidae）が最も多く全体の72％を

占めていた．次いでミズムシ類（Asellus；

８％），ユスリカ科蛹（５％）が多かった．

湿重量ではユスリカ科幼虫は33％で，次い

でイモリ卵（Cynops；23％），オビヤスデ

（Polydesmidae；14％ ) の比率が高かった．

胃内容物の組成は採集日によって大きく異な

り，特にユスリカ科幼虫は1993年５月に採集

された個体では，１個体が最大149匹ものユ

スリカ科幼虫を食べていたのに，この日以外

では，ユスリカ科幼虫はほとんど食べられて

いなかった．他の日には，ミズムシ類とイモ

リの卵が多く食べられていた．

餌生物のサイズは様々で，最も大きかった

のは体長22.5 mm のオビヤスデで，他にもモ

ノアラガイ（Lymnaeidae），イモリの卵など，

かなり大きな生物も食べられていたが，数で

見ると餌生物のほとんどは最大長 1 mm～10 

mm の小さな生物で占められていた．今回採

集されたイモリは，いずれも水中で回収され

たものだが，胃内容物中には陸生昆虫も含ま

れていた．ガガンボ成虫（Tipulidae）やアブ

表１．調査したアカハライモリの頭胴長（SVL)，全長（TL)，口幅（GW)，湿
重量（WW) の測定値．平均値±SD を示す．

Table 1.  Snout-vent lengths (SVL), total lengths (TL), gape widths (GW), and wet 
weights (WW) of newts examined. Means±SD are shown.

Sex SVL（mm） TL（mm） GW（mm） WW（g）

Male 57.4±2.88 91.0±4.6 10.0±0.58 4.79±0.97
(n=13) (n=13) (n=12) (n=12)

Female 59.3±7.12 110.6±11.5 10.3±1.22 6.69±2.04
(n=10) (n=10) (n=7) (n=6)
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ラムシ（Aphididae）など，落下昆虫と考え

られるものもいたが，ヤスデのように陸上で

捕食されたと思われるものも存在した（表２）．

2005年に行った生息生物調査では，胃内容

物から観察された水生生物以外に，シュレー

ゲルアオガエルのオタマジャクシ，マツモム

シ（Notonecta triguttata），アメンボ（Gerris 

paludum），シジミの仲間（Corbiculidae），カ

ワニナ（Pleuroceridae），ヌマエビ（Paratya 

compressa），スジエビ（Palaemon paucidens）

などが捕獲された．採集された生物のリス

トを表３に示す．また，今回は採集されな

かったが，イモリ池には1996年秋よりモツゴ

（Pseudrasbora parva）の生息も確認されてい

る．ミズムシ類は胃内容物中に数多く見られ

たにもかかわらず，池での採集では観察され

なかった．

考　察

アカハライモリは，変態後３～４年程度

陸上で生活し，その後，性成熟とともに池

や一時的な水溜りなどに現れて繁殖を始め

るとされる（佐藤，1943；草野他，1992；

Marunouchi et al., 2000)．成体は非繁殖期

にも水中生活を行うものも多いが，繁殖期

以外は陸上に上がり生活するものもいる

（戸田・草野，1999）．国内の有尾類の食

性については，カスミサンショウウオ（H. 

表２．胃内容物一覧．個体数と湿重量（g）を示す．学名の後ろの（　）は発育ステージを示す（e: eggs, 
l: larvae, p: pupae, a: adults）．個体数の多かったユスリカ科幼虫，ユスリカ科蛹，ミズムシ類，イモリ卵は１
個体当たりの平均と標準偏差も示した．

Table 2.  List of stomach contents. Numbers and wet weights of food items are shown. Developmental stages of 
food items are shown in parentheses (e: eggs, l: larvae, p: pupae, a: adults). For Chironomidae (l and p), Asellus, and 
Cynops pyrrhogaster (e), the mean number of individuals (±SE) per newt are also shown, because these food items 
were abundant.

Prey taxon Number Weight（mg) Prey taxon Number Weight（mg)

Diptera Neuroptera
 Chironomidae (l) 365 439.1  Osmylidae (a)   1 <1

(14.6±34.7) (1.7±41.0)
 Chironomidae (p)  27  51.9 Megaloptera

(1.1±1.6) (2.0±4.0)  Sialidae (l)   1 <1
 Tipulidae (a)   5  10.9
 Tipulidae (p)   2  70.1 Hemiptera
 Stratiomyidae (l)   4   8.7  Aphididae   1  1.0
 others (a)   2   0.8

Gastropoda
Odonata  Lymnaeidae   3 32.9
 Zygoptera (l)   2  26.2
 Anisoptera (l)   4  22.3 Isopoda

 Asellus  39  9.2
Coleoptera (1.6±2.9) (4.0±6.0)
 Dytiscidae (l)   1   3.1  Oniscidae   1  0.6
 Curculionoidea (a)   2   3.8
 others (a)   6  12.7 Diplopoda

 Polydesmidae   1 172.9
Hymenoptera
 Formicidae (a)   4   1.6 Amphibia
 others (a)   1   0.7  Cynops pyrrhogaster (e)  14 293.7

(0.6±1.2) (12.0±24.0)
Ephemeroptera
 Baetidae (l)   2   9.6

Total 488 1814.2
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nebulosus; Ihara and Fujitani, 2005），トウキョ

ウサンショウウオ（伊原，1998），イモリ幼

体（Matsui et al., 2003) などについて報告さ

れている．しかしながら，これらはいずれも

陸生で，水生傾向の強いイモリ成体の食性は

これらとは異なることが予想されるが，本種

の水中生活期についての定量的な調査報告は

極めて少ない（伊原，2005）．

今回の調査は，サンプル数も必ずしも充分

ではなく，採集日もバラバラなため，明確な

情報が得られたとは言えない．それでも，調

査地において，イモリが多種の餌生物を利用

し，オビヤスデやイモリ卵のように，かなり

大きなものから，体長 1 mm～数 mm の小さ

な生物まで広く餌としていることが観察され

た．伊原（2005) では，ユスリカ科幼虫とと

もにミジンコが数多く捕食されていることが

報告されていた．本調査では，胃内容物中に

ミジンコは観察されなかったが，これはイモ

リ池ではミジンコの密度が低いためと思われ

る．また，産卵期には，同種の卵を食べてい

る個体が見られ，イモリ池のような狭い場所

に高密度に成体が生息する環境では，同種に

よる卵及び幼生の捕食が死亡要因として無視

できないことが予想された．さらに，今回，

小サンプルにもかかわらず胃内容物中に陸生

昆虫がいくつか観察された．比較的捕獲しや

すい水中生活をしている個体の食性を詳細に

調べることで，成体が水中と陸上の環境をど

のように利用しているかも，ある程度推定で

きるかもしれない．

生息生物調査では，カエルの幼生やイトミ

ミズなど節足動物以外の生物も確認できた

が，これらの生物は外骨格を持たないため，

節足動物に比べ胃内容物として残りにくく，

イモリがこれらの生物をどの程度利用してい

るかは，今回のような胃内容物調査ではわか

らなかった．今後，イモリの食性を調査する

場合，このような消化速度の違う生物をどう

評価するかも考える必要があると思われる．

また，胃内容物中に多く観察されたミズムシ

類がイモリ池で採集されなかったことは，本

調査地において，イモリがイモリ池の外へ移

動し摂食活動を行っていることを示唆するも

のかもしれない．
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表３．イモリ池採集生物一覧．学名の後ろの
（　）は発育ステージを示す（e: eggs, l: larvae, p: 
pupae, a: adults）．

Table 3.  List of animals collected at Imori pond. 
Developmental stages of food items are shown in 
parentheses (e: eggs, l: larvae, p: pupae, a: adults).

Taxon

Diptera
 Chironomidae (l,p)
 Chaoboridae (l)
Odonata
 Platycnemidae (l)
 Coenagrionidae (l)
 Lestidae (l)
 Libellulidae (l)
 Ashnidae (l)
Coleoptera
 Noteridae (a)
Ephemeroptera
 Baetidae (l)
Hemiptera
 Gerris paludum (l,a)
 Notonecta triguttata (l)
Collembola
 not identified
Decapoda
 Palaemon paucidens
 Paratya compressa
Gastropoda
 Lymnaeidae
 Pleuroceridae
 Corbiculidae
 Ferrissidae
Amphibia
 Cynops pyrrhogaster (e)
 Rhacophorus schlegelii (l)
Plesiopora
 not identified
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